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した難治部分てんかん・脳腫瘍患者 6 名。Wada テストにて言語優位半球は 5 名
で左、1 名は両側に同定された。 硬膜下電極留置下に以下の 4 研究を行った。
1) 呼称課題による LFP 記録、2) 側頭葉底部前方領域の高頻度皮質電気刺激に
よる言語／意味認知機能の定性的局在同定（呼称課題、口頭命令など 6 課題使
用）、3) 2 症例で 1)、2)で同定された言語／意味認知機能の中核領域において、
呼称課題および視覚性単語と絵のマッチング課題を施行し、課題提示開始時点に
同期して皮質電気刺激（0,3,6,9 mA, 3 秒）で介入した。正答率，反応時間を刺
激強度との関連で定量的に解析した。4) 他の 2 症例では類義語判断課題と対照
課題（数量判断課題）中の LFP を記録した。同 LFP を認めた中核領域で、3)と
同じく課題遂行中の皮質電気刺激(7 mA, 3 秒)介入を行い、反応時間、正答率を
解析した。 
【結果】 1) 呼称課題の LFP は、前部紡錘状回に頂点潜時 300-450 ms の陽性／
陰性電位を全例に認めた。意味認知課題を用いた神経機能画像研究で報告される


































したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 27年 8月 11日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、
合格と認められたものである。 
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